
Ⅰ．はじめに

　鹿児島県では，平成８年に中国産のクヌギ種子が輸入され，県

内各地に植栽されている。この中国産クヌギは，葉身長，側脈密

度，葉の裏面における毛の着生状態で国内産クヌギとの差が見ら

れるほか，樹皮厚が薄く，割裂が浅くて狭いという特徴を持って

おり（片野田ら，２００５），森林組合や原木シイタケ生産者からシ

イタケ栽培に適するのかという不安の声や買い取りを敬遠する動

きが出ている。

　しかし，中国産クヌギでもシイタケ栽培が出来ることが明らか

になれば，過去に整備した森林資源の有効利用やシイタケ栽培の

拡大につながることから，中国産クヌギを用いてシイタケ栽培を

行い，シイタケの発生量及びほだ木寿命を調査し，国内産クヌギ

で栽培した場合と比較した。

Ⅱ．材料と方法

１．ほだ木の育成

　ほだ木の育成過程を表－１に示した。２００３年２月に接種したほ

だ木（以下０３ほだ木という）は，２００２年１１月に伐採した原木を葉

枯らし後，２００３年１月に玉切りして鹿屋市内の森林組合に搬入し，

野外の枕木上に棒積みして遮光ネットで被覆した。同年１月２９日

に玉切り原木を林業試験場に搬入し，同年２月２４日，菌興１１５号

を中国産１７本と国内産１８本に，菌興３２７号を中国産３３本と国内産

２５本に接種した。接種したほだ木は接種後すぐに林業試験場内ス

ギ林内の枕木上に２，３段積みにし，遮光ネットで被覆し仮伏せを

行った。本伏せは林内にヨロイ伏せとし，同年７月１４日に遮光

ネットをほだ木の上に５０cm離して張った。翌年５月に林業試験

場内スギ林内のほだ場にほだ起こしを行った。

　２００４年２月に接種したほだ木（以下０４ほだ木という）は，２００３

年１１月に伐採した原木を葉枯らし後，２００４年１月～２月に玉切り

して林業試験場に搬入し，２月２０日，菌興３２７号を中国産１１８本と

国内産１０９本に接種した。接種したほだ木は０３ほだ木の場合と同

様に仮伏せを行った後，本伏せを林業試験場試験林内にヨロイ伏

せとし，直射日光の当たる部分には笠木を被せた。翌年１０月に場

内スギ林内のほだ場にほだ起こしを行った。

　なお，植菌は原木直径の２．３倍個の木片種菌を千鳥状に接種し，

枝切断部周辺には害菌侵入防止のため余分に接種した。また，伏

込みとほだ起こしは中国産と国内産を混ぜて行い，伏せ込み期間

中及びほだ起こし後の散水処理は行わず，自然降雨のみとした。

２．シイタケ発生量調査

　シイタケ発生量調査は，育成したほだ木の中から無作為に抽出

したほだ木を用いた。調査に供したほだ木の概要を表－２に示し

た。調査は，０３ほだ木の用役１年目にあたる２００４年１０月から２００５
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速　報

表－１．ほだ木の育成過程

作業日
区分

ほだ起こし本伏せ仮伏せ接種玉切り伐採

０４．５．２５０３．５．２８０３．２．２４０３．２．２４０３．１．７０２．１１．２６中国産
０３ほだ木

０４．５．２５０３．５．２８０３．２．２４０３．２．２４０３．１．２１０２．１１．１５国内産

０５．１０．６０４．４．２００４．２．２００４．２．２００４．１．１９０３．１１．２６中国産
０４ほだ木

０５．１０．６０４．４．２００４．２．２００４．２．２００４．２．３０３．１１．１２国内産



年４月までの期間，０３ほだ木の用役２年目及び０４ほだ木の用役１

年目にあたる２００５年１１月から２００６年４月までの期間，２～３日お

きにほだ場を巡回し，おおむね６分開き以上のシイタケを採取し

た。採取したシイタケは，発生したほだ木別に紙袋に分けて持ち

帰り，紙袋ごと送風式乾燥機に入れ４５℃で４８時間以上乾燥した後，

電子天秤で１個ずつ乾燥重量を測定した。

３．ほだ木寿命調査

　ほだ木寿命調査は，０３ほだ木の用役２年目に入る直前の２００５年

９月と０３ほだ木の用役３年目及び０４ほだ木の用役２年目に入る直

前の２００６年１０月にほだ場を巡回し，全体がスポンジ状に軟らかく

なったほだ木及び崩れて使用不能となったほだ木の本数を調査し

た。

Ⅲ．結　果

１．シイタケ発生量

　シイタケの発生量を表－３に示した。ほだ木１m３あたりの発

生量は，０３ほだ木では用役１年目・２年目ともに，菌興１１５は国

内産が多く，菌興３２７は中国産が多い結果となったが，０４ほだ木

では菌興３２７において国内産が多い結果となった。また，ほだ木

１本あたりの発生量を比較したところ，０３ほだ木では中国産と国

内産に有意差は認められなかったが，０４ほだ木では中国産が有意

に少なかった（t検定，P＜０．００１）。

　シイタケの発生個数及びシイタケ１個あたりの平均重量を表－

４に示した。ほだ木１本あたりの発生個数を比較したところ，菌

興１１５では中国産と国内産に有意差は認められなかったが，菌興

３２７では０３ほだ木で中国産が多く（t検定，P＜０．０５），０４ほだ木で

は国内産が多い（t検定，P＜０．００１）結果となった。また，シイ

タケ１個あたりの平均重量を比較したところ，菌興１１５では中国

産と国内産に有意差は認められなかったが，菌興３２７では０３ほだ

木で国内産が重く（t検定，P＜０．０５），０４ほだ木では中国産が重

い（t検定，P＜０．０５）結果となった。

２．ほだ木寿命調査

　ほだ木寿命調査の結果を表－５に示した。ほとんどの区分で用

役期間が１年のほだ木は数本であったが，菌興１１５の中国産並び

に菌興３２７のほだ木は２年で半数以上が使用不能となった。

Ⅳ．考　察

　低・中温性品種である菌興１１５の１年目の発生量は，中温性品

種である菌興３２７と比較すると少ないものの，１年目の１m３あた

り発生量を１００としたときの２年目の発生量は中国産で９８，国内
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表－２．発生量調査に供したほだ木の概要

収穫期間
材積
（cm３）

長さ
（cm）

平均直径
（cm）

供試本数
（本）

区分

２００４．１０～
２００５．４

６５，９８７１００１０．２６中国産
菌興１１５

０３ほだ木
１０９，２７３１００８．６１４国内産

２００５．１１～
２００６．４

１４９，２６９１００９．１１７中国産
菌興３２７

１５０，８７２１００９．０１８国内産

２００５．１１～
２００６．４

８４８，５６１１１０９．９７３中国産
菌興３２７０４ほだ木

１，０９０，２４１１１０１１．１７１国内産

表－３．シイタケ発生量

２００５．１１～２００６．４２００４．１０～２００５．４

区分 ほだ木あたり
発生量
（g／本）

１m３あたり
発生量

（kg ／m３）

総発生量
（g）

ほだ木あたり
発生量
（g／本）

１m３あたり
発生量

（kg ／m３）

総発生量
（g）

５４．８６４．９９３２９５６．２３５．１１３３７中国産
菌興１１５

０３ほだ木
４３．５６５．５８６１０５２．２３６．６９７３１国内産

４４．４８５．０７７５６１１４．０８１２．９９１，９３９中国産
菌興３２７

３９．１３４．６７７０４９１．８７１０．９６１，６５４国内産

８８．７３７．６３６，４７８－－－中国産
菌興３２７０４ほだ木

１７０．４６１１．１０１２，１０３－－－国内産

表－４．シイタケ発生個数及び平均重量

２００５．１１～２００６．４２００４．１０～２００５．４

区分 平均重量
（g）

ほだ木あたり
発生個数
（個／本）

総発生個数
（個）

平均重量
（g）

ほだ木あたり
発生個数
（個／本）

総発生個数
（個）

５．１４１０．７６４６．６１８．５５１中国産
菌興１１５

０３ほだ木
５．３０８．２１１５５．７６９．１１２７国内産

２．３０１９．４３２９２．９４３８．８６６０中国産
菌興３２７

２．６３１４．９２６８３．４６２６．６４７８国内産

３．５８２４．８１，８０８－－－中国産
菌興３２７０４ほだ木

３．３６５０．８３，６０４－－－国内産



産で８３と低下率が緩やかで，発生したシイタケの平均重量も菌興

３２７と比べて重く，肉厚・大葉でほだ木寿命が長いという低温性

品種の特性が現れていた。また，１m３あたりの発生量は国内産が

多かったものの，ほだ木あたり発生量，ほだ木あたり発生個数，

平均重量は中国産と国内産に有意差は認められず，ほだ木として

使用する場合，初期発生においては中国産と国内産では同等であ

ることが示唆された。ほだ木寿命については，国内産で２年以下

のほだ木が少なかったが，供試本数が少なかったため，再度検討

する必要がある。

　一方，菌興３２７の１年目の発生量は，菌興１１５と比較すると多い

ものの，１年目の１m３あたり発生量を１００としたときの２年目の

発生量は中国産で３９，国内産で４３と急激に低下した。また，１m３

あたりの発生量は０３ほだ木においては中国産が多く，０４ほだ木に

おいては国内産が多く，ほだ木あたり発生量，ほだ木あたり発生

個数，平均重量も０３ほだ木と０４ほだ木で逆の傾向が現れたため，

現時点では両者に優劣をつけることができなかった。ほだ木の用

役期間についても，２年以下のほだ木本数が中国産，国内産ほぼ

同数で，現時点では両者に明確な差はないと考えられる。

Ⅴ．おわりに

　今回の調査は，発生初期である用役１年目から２年目にかけて

のシイタケ発生量およびほだ持ちを比較したもので，今後も継続

して調査を行い，ほだ木一代あたりの発生量およびほだ持ちを比

較する予定である。

　最後に，ほだ木原木を提供していただいたきもつき森林組合，

種駒を提供していただくとともにほだ木の育成に関して貴重なア

ドバイスをいただいた（財）日本きのこセンターの溜主任技師に

厚くお礼申し上げる。
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表－５．ほだ木の消耗本数

総数
２年

（本（％））
１年

（本（％））
区分

６３（５０）０（０）中国産
菌興１１５

０３ほだ木
１４２（１４）１（７）国内産

１７９（５３）１（６）中国産
菌興３２７

１８１１（６１）０（０）国内産

７３－２（３）中国産
菌興３２７０４ほだ木

７１－１（１）国内産


